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IGF 2023に向けた国内 IGF活動活発化チーム第 46回会合 議事録 
開催日時： 2024年 3 月 11 日(月)17:01-18:47 
開催場所： オンライン開催 
主催： 一般社団法人日本インターネットプロバイダー協会(JAIPA) 
 一般社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター(JPNIC) 

参加者（五十音順・敬称略）

姓 名 所属 

飯田 陸斗 wakamonog 

今井 正治 京都情報大学院大学 

片柳 早苗 総務省 

加藤 幹之 MK Next 

上村 圭介 大東文化大学 

河内 淳子 CFIEC 

Suga Yuji Internet Initiative Japan Inc. 

高松 百合 JPRS 

姓 名 所属 

立石 聡明 JAIPA 

西潟 暢央 総務省 

根津 智子 JPNIC 

橋川 和利 ケーブルテレビ徳島株式会社 

浜田 忠久 JCAFE 

前村 昌紀 JPNIC 

松平 直樹 フリーランス 

望月 俊晴 総務省 

山崎 信 JPNIC 

参加者数： 17 名 

司会進行： 加藤 幹之 
議事録作成： 山崎 信 

資料：  

1. IGF2024 1st Open Consultation ＆ MAG Meeting 議事内容概要  
2. 2024年 2 月NRI 会合報告  
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アジェンダ： 

1. 本日の打合せの目的確認 
 日本政府からの報告 
 IGFマルチステークホルダー諮問グループ(MAG)からの報告 
 本チームの今後について 

2. 前回議論の振り返り 

● 第 45 回会合の概要：第 45 回議事録 

3. 宿題の進捗確認 

IGF 2023 に向けた国内 IGF 活動活発化チーム todo 一覧表を参照のこと 

4. 日本政府からの報告 [10 分] 
● 総務省国際戦略局飯田氏が出張のため、欠席と伺っている。 
● 総務省データ通信課望月氏からは、特に報告事項はないとのこと 

5. IGF MAGからの報告 [10 分] 
● CFIEC河内氏より、以下の旨資料 1IGF2024 1st Open Consultation ＆ MAG Meeting 議事内

容概要を使って報告された。 
○ 2 月 27 日から 29 日にかけて開催された MAG 会合・オープンコンサルテーション

に遠隔参加した。飯田氏も遠隔参加され、IGF 2023 の報告が行われた（資料）。 
○ 初日はリーダーシップパネルとの意見交換が行われた 

■ IGFについて知られていないのではないか、知ってもらうためにショートビ
デオのようなものを制作して流してはどうか、などの意見が出された。 

○ IGF 2024の準備状況についてホスト国サウジアラビアから共有された 
○ テーマ：1 月末期限の意見募集の結果、案が数セット出された。議論の結果次のよ

うになった  
■ Building Our Multistakeholder Digital Future 

○ サブテーマ：4つに決定した 
■ Harnessing innovation and balancing risks in digital space 
■ Enhancing the digital contribution to peace, development, and sustainability 
■ Advancing human rights and inclusion in the digital age 
■ Improving digital governance for the Internet We Want 

○ セッション数、セッションカテゴリーを減らすべきという意見が出された 
■ Workshop (WS), Open Forum (OF)は継続 

● スピーカー数が多すぎるので制限を設ける（90 分セッションは 5 名
まで、60 分セッションは 4 名まで） 

■ Town Hall は廃止 
■ Launch and Awards は事務局選定から MAG 選定に 

https://www.nic.ad.jp/ja/materials/igf/20240219/minutes.pdf
https://intgovforum.org/en/content/igf-2024-first-open-consultations-and-mag-meeting
https://intgovforum.org/en/content/igf-2024-first-open-consultations-and-mag-meeting
https://intgovforum.org/en/filedepot_download/308/27218
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■ Lightning Talks は継続するがやり方を考える 
■ Network Session は継続するが数を減らしたらどうかという意見が出た 
■ DC は 20 数セッションもあるので似たようなものは統合 
■ NRI Collaborative Session の統合を検討したい 
■ Day 0 event は事前に MAG に提示すること 

○ 以下の MAG WG からの活動報告があった 
■ Strategy 
■ Multilingual 
■ Youth Initiative 

○ Policy Network：AI, Internet Fragmentation, Meaning Access は継続 
○ Best Practice Forum Cybersecurity も継続 
○ 次回 MAG対面会合は 6/24 の週にジュネーブで開催 
○ 9 月に NY で開催される Summit of the Future の際に MAG 対面会合を開催する案

が提案された 
● 質疑応答 

○ 参加者）そもそも WS や OF の定義はあるのか？ 
■ →OF ではオーガナイザーになれる組織種別に制限がある（各国政府や国際

機関など）。 
○ 参加者）スピーカー数の制限とあったが、色々なステークホルダーからスピーカー

を連れてくるのが IGF の要件だったはずで、その辺 MAG中での方向感は？ 
■ →登壇者が一方的に話して終わりではなく、参加者との議論ができるように

すべき、という議論があり、マルチステークホルダーを考慮した結果、この
ような結果となった。 

○ まとめをリーダーシップパネルに提出したいが、 
○ 参加者）MAG がどこまでの権限を持つのか？セッションカテゴリー廃止などにつ

いては最終決定か？ 
■ →これまでは WS の評価・選定しか MAG はやっておらず、WS 以外のセッ

ションの選定は事務局がやっていた。とはいえ、MAG メンバーは WS の選
定だけで精一杯で、他に選定対象を広げられるのかという議論があり、最終
的には WSの選定は MAG が行うが、それ以外は事前に見せてほしい、との
結論となったようだ。 

○ 参加者）セッション提案募集が 3 月 15 日から 4月 30 日ということだが、予定に大
きな変化はないか？ 

■ →予定通り募集を開始できそうである。 
● WSIS+20 の意見募集について 

○ 山崎より、JPNIC で提出した意見の概要について説明した。 
○ 河内氏および上村氏より、CFIEC で提出した意見について説明された。 

● Global Digital Compact (GDC)の意見募集について、山崎より JPNICで提出した意見の概
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要について説明した。 
○ 参加者）GDC ではインターネットガバナンスにおける技術コミュニティの話はあ

まり中心的ではないのではないか。 
■ →WSIS の成果物であるチュニスアジェンダにも書き込まれているのに、そ

れが欠落しているのは大きな問題だと思っており、言わなければいけないと
思っている。 

● NETmundial+10 について、同イベントのマルチステークホルダー委員会のメンバーであ
る前村より紹介があった。 

○ 現地参加希望者はオンラインフォームで希望を書く必要があるとのことである。 
○ 今後意見募集を実施する予定 

6. NRI に関する報告［5分］ 
● (igf2021:1409)で報告済みの、2月 19日の会議の内容について山崎より資料 2 2024 年 2月NRI

会合報告を使って報告した。 

7. 本チームの今後[30 分] 

● 有志 13 名で準備委員会を組成し準備中、主なところは準備委員会にお任せいただきたい 
● 定款及び関連書類を根岸弁護士がドラフト中 
● 13 日水に次回準備委員会開催予定 
● 会の名称案 

○ 和文：日本インターネットガバナンス協議会 
○ 英文：Japan Internet Governance Dialogueは参考として定款内に記載予定 
○ 上記案でよいか、7 日間のラストコールに掛けたい 

● 活発化チーム会合で決めることがよいのか。発起人／設立主体が検討するのでは 
○ →7 日間のラストコールを延ばすということか？発起人候補が別の名前に変えるという

ことか？ 
○ 発起人候補はぜひ名前くらいは。 
○ 設立主体候補には（名称）案を示して少しもんだ方がよいと思った。 

● 設立主体が思い浮かべる名称と全く違うとよくないので、もう一度もんだ方がよいのでは 
● 準備委員会では何がどの位進んでいるのか。 

○ 日本インターネット・ガバナンス協議会（仮称）たたき台 が共有され、その内容が説
明された。 

○ 地域インターネットレジストリ(RIR)の運営が、怪しい人たちに牛耳られたりしたこと
もあったので、この組織のガバナンスがうまく回るかについては結構チャレンジがある
と思っている。 

● 前回第 45 回会合での内容：加藤氏より以下の通り報告された。 
○ 第 1回準備委員会を 2 月 8 日(木)に開催した。 

■ 11 名出席 
■ 内田鮫島法律事務所の根岸弁護士にお手伝いいただけることになった 

https://www.nic.ad.jp/ja/materials/igf/20240122/material3.pdf
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● 定款や必要な文書を作成いただく予定 
● 必要事項についてのリストをいただく予定 

○ 第 2回準備委員会を 2 月 21 日(水)に開催予定 
○ 設立予定の一般社団法人の名称案(本日決めるわけではない) 

■ 日本インターネットガバナンス協議会 council / conference 
■ 日本インターネットガバナンス懇談会／懇話会 dialogue →いい日本語名が思い

つけば 
■ 候補を投票で選ぶのはどうか、3月頭には決めたい 
■ 他にあれば提案いただきたい 

○ 登記場所は JPNICの住所を借りてはどうか 
■ JPNIC の内部では法人化することについてどう考えるかといった意見が出てい

る 
■ 7 日間コメント期間としたい 

○ 定款登録時に発起人の名前が必要：JAIPA, JPNIC, 京都情報大学院大学に検討いただき
たい 

8. 本日の議論を受けた Todo 確認 [5分] 

● 準備委員会関連を除けば特になし 

9. 次回打合せについて[5分] 
- 次回アジェンダ（たたき台） 

 国内 IGF 活動の今後について 
- 次回打合せの開催時期 

 本日から 4 週間後は 4 月 8 日(月)、元々のサイクルだと 3 月 18 日から 4 週間後は 4 月 15
日(月) 

 3 週間後の 4月 1 日(月)としたい→異議なし 

10. その他 
● 各国議員向けに NRI を説明するパンフレットの和訳が CFIEC のチームで作成されたことが紹

介された。 
 

以上 

https://www.intgovforum.org/en/content/nris-brochure-to-support-engagement-with-parliaments-and-governments
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